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	地域の誇り　日本遺産の大谷石等の石文化に付加価値を！
	この町を行くと、大谷石の塀・石倉を多く見かけます。なぜか、『ほっと』した気持ちになります。長年親しんだものが、心のどこかにあるのかも知れません。私たちが立っている地面の下５～１０ｍ位下に、石の層に行きつくようです。それは、大谷石か準じた石でできています。地面からの風土が、住む人の心と体の人間性を作っているのかも知れません。地域の自然の風土には、故郷の温くもりがあり、人々の<アイデンティティー>になっていると思われます。

	石研究会の成立は、この地だからこそ、発展と未来につなぐ使命がある
	研究の成果は、みんなでまちづくりに！
	忘れてはいけない、野州の石屋根
	石の創造した美の世界の保存
	野州石材辞典の刊行と毎年の成果報告書
	どなたでも、ご参加をお待ちします！
	徳次郎石研究会のお問い合わせは

